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■レイアウト 

１）出力サイズの枠を作成し、その中に作成図面・画像等をレ

イアウトする。また印刷する図面の線の色をすべて黒に変

換しておく。 

 

＊ＣＡＤの画面上では縮尺 1:1 で作図されるため、出力サイ

ズの枠を作成する場合は実際の大きさよりも図面の縮尺分

大きくする必要がある。例えば標準規格のA2サイズは594mm

×420mm だが、縮尺1：100 で印刷したい場合には59400mm

×42000mmの枠を作成する。 

 

＊出力しないオブジェクトは別の画層に移動し、非表示にし

ておく。もしくは印刷する図面だけを新規ファイルにコピ

ー＆ペーストする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）図面・画像を配置する。 

 「ファイル」から「インポート」を選択する。 

 

 

 

３）配置するデータを選択し、「ＯＫ」ボタンを押す。 
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４）画像の場合は配置したい場所の対角線上の2点をクリック 

する。サイズは配置した後でも変更することができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■テキスト設定・変換 

 ここでは「文字を配置」ツールと「文字：矢印と引出線付」

ツールの使い方を簡単に説明する。 

 

□「文字を配置」ツール 

 コンセプトの説明文やタイトルなど、テキストを打ち込む際

に使用する。 

 

a. 文字を配置する 

１）「主要」ツールフレームから「文字を配置」ツールを選択す

る。 

  文字を配置ツール 

 

 

２）使用する「文字のスタイル」をダブルクリックし、テキス

トエディタウィンドウにテキストを打ち込む。（「文字のス

タイル」はp.3のｂを参照。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
©ITAILAB 

- 3 -

 

 

＊テキストエディタウィンドウでは、文字のスタイルの設定

とは別に、このテキストにのみ有効な設定変更ができる。 

 

 

 

３）テキストを打ち終えたら、配置したい場所でクリックする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

b. 文字スタイルの設定 

フォント・文字高さ・文字幅などの設定をカスタマイズす

る。 

 

１）a-1と同様にして「主要」ツールフレームから「文字を配置」

ツールを選択し、「文字を配置」ウィンドウの虫めがねボタ

ンを押す。 

  

 虫めがねボタン 

 

 

２）「新規作成」ボタンを押す。 

 

 新規作成ボタン 
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４）「文字スタイル」ウィンドウの「タイトルなし-1」を右クリ

ックし、名前を変更する。 

 

＊例えば「MS 明朝_100mm」のように設定内容を把握しやす

い名前にすると便利である。ここでは説明のため名前を

変更せず「タイトルなし-1」のまま進める。 

 

 

 

５）文字スタイル名を選択し、詳細を設定する。 

 

 

＊文字の高さは縮尺分、大きい値で設定する。 

例えば縮尺1/100の図面で文字の高さを10mmで出力したい

場合は、文字の高さを1000mmと設定する。 

 

＊下図は「全般」の文字スタイル設定項目である。より詳細

の設定は「間隔」「下線／上線」「背景」「追加機能」で行う。 

 

 

 

 

 

 

 

６）設定した文字スタイル名を右クリックして保存し、「文字の

配置」ツールをいったんすべて閉じる。すべて閉じること

で新規作成した文字スタイルが文字の設定として保存され

る。 

 

 

 

７）テキストを配置した後で設定を変更する場合は、設定を変

更するテキストをダブルクリックする。「テキストエディタ

-ワードプロセッサ」ウィンドウ と「文字を編集」ウィン

ドウが表示されるので、そのどちらかで設定を変更する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

□「文字：矢印と引出線付」ツール 

ｃ. 引出線を配置する 

１）「主要」ツールフレームから「文字：矢印と引出線付」ツー

ルを選択する。 

  文字：矢印と引出線付ツール 
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２）使用する「寸法スタイル」をダブルクリックし、テキスト

エディタウィンドウにテキストを打ち込む。（「文字のスタ

イル」はp.３のｂを、「寸法スタイル」はp.５のdを参照。） 

 

 

＊テキストエディタウィンドウでは、文字のスタイルの設定

とは別に、このテキストにのみ有効な設定変更ができる。 

 

 

 

３）引出線の始点と終点をクリックしてから右クリックする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

d. 寸法スタイルの設定 

１）c-1と同様にして「主要」ツールフレームから「文字：矢印

と引出線付」ツールを選択し、「文字：矢印と引出線付き」

ウィンドウの「寸法スタイル」横の虫めがねボタンを押す。 

 

 虫めがねボタン 

 

 

２）「寸法スタイル」ウィンドウの「新規作成」ボタンを押す。 

 
 

 新規作成ボタン 
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３）「新規スタイルを作成」ウィンドウに「名前」を記入し、「Ｏ

Ｋ」ボタンを押す。 

 

＊例えば「MS 明朝_100mm」のように設定内容を把握しやす

い名前にすると便利である。ここでは説明のため名前を

変更せず「タイトルなし-1」のまま進める。 

 

 

 

４）設定する項目を選択し、詳細を設定する。 

 

 選択する項目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

例えば「引出線付き寸法」では下図の設定ができる。 

 

 

 
 

 

５）「フロッピー」マークのボタンを押して設定を保存する。 

 

 

 フロッピーボタン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
©ITAILAB 

- 7 -

 

 

■出力 

□プロッタ出力（プロッタ名：HP Designjet4000psの場合） 

１）「ファイル」メニューから「印刷」を選択する。 

 

 

 

２）「領域」を「すべてをフィット」に設定する。 

 

 

 

３）「用紙」を用紙サイズに、「使用可能な範囲」を「横」に設

定する。「シート全体」のチェックは外す。 

 

 

＊用紙には「カット紙」と「ロール紙」がある。 

・カット紙は「プロッタ用紙」とも言い、A1サイズ、A2サイ

ズ、A3サイズ･･･のようになっている。用紙の大きさは標準

規格サイズ(A1 なら841mm×594mm、A2 なら594mm×420mm)

である。 

・ロール紙はロール状になっており、サイズは一本の長さで

36インチ、24インチ･･･となっている。 

 

 

 

 

＊実際には指定した印刷範囲よりも若干狭い範囲しか出力さ

れないため、用紙サイズは出力サイズよりも一回り大きい

サイズを用いる。設定も一回り大きいサイズを設定する。

例えば出力サイズがA２サイズのときはA１サイズの用紙を

用意し、用紙サイズを「ISO A１」と設定する。 

 

 

４）「印刷尺度」を図面の縮尺に設定する。 

 

 

 

５）「自動センタリング」にチェックを入れる。 

 

 

 

６）プレビュー画面は下図のようになる。 
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７）「印刷」ウィンドウの「ファイル」メニューから「印 

刷」を選択する。 

 

 

 

８）「プリンタの選択」から「HP Designjet4000ps」 

を選択し、「詳細設定」ボタンを押す。 

 

 

 

９）「用紙/品質」の「用紙サイズ」が手順4で設定し 

た通りになっているか確認する。また「印刷品質」 

を「高品質（最高画質）」に設定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

10）「レイアウト」が手順３で設定したとおり「横」 

になっているか確認し、「ＯＫ」ボタンを押す。 

 

 

 

11）「印刷」ボタンを押す。 

 

 

 

12）出力室でプロッタのコントロール画面に従って印刷紙をセ

ットする。（手順3、10で「印刷の向き」を「横」に設定し

たので、プリンタに対して用紙を縦長にセットする。下図

参照） 
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13）学生証を用いて印刷を開始する。 

 

 

14）印刷が終了したら、出力サイズの枠（レイアウトの手順 1

で作成した枠）に沿って用紙を切って、完成。 

 

 

 

 

 

□プリンタ出力（プリンタ名：DocuPrintC3540の場合） 

１）「ファイル」メニューから「印刷」を選択する。 

 

 

 

２）「領域」を「すべてをフィット」に設定する。 

 

 

 

３）「用紙」を用紙サイズに、「使用可能な範囲」を「横」に設

定する。「シート全体」のチェックは外す。 

 

 

 

 

４）「印刷尺度」を図面の縮尺に設定する。 

 

 

 

５）「自動センタリング」にチェックを入れる。 

 

 

 

６）プレビュー画面は下図のようになる。 

 
 

 

７）「印刷」ウィンドウの「ファイル」メニューから「印 

刷」を選択する。 
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８）「プリンタの選択」で「DocuPrintC3540」を選択し、「印刷」

ボタンを押す。 

 

 

 

９）学生証を用いて印刷を開始する。 

 

 

10）印刷が終了したら、出力サイズの枠（レイアウトの手順 1

で作成した枠）に沿って用紙を切って、完成。 

 

 

 

 

 

□PDF出力 

１）「ファイル」メニューから「印刷」を選択する。 

 

 

 

 

 

 

 

２）「ファイル」から「Bentley ドライバを選択」を選択する。 

 

 

 

３）ファイル種類「pdfj.plt」を選択し、「OK」ボタンを押す。 

 

 

 

４）「領域」を「すべてをフィット」に設定する。 

 

 

 

５）「用紙」を出力サイズに設定する。 

 

 

 

 

 



 
©ITAILAB 

- 11 -

 

 

４）「印刷尺度」を図面の縮尺に設定する。 

 

 

 

５）「自動センタリング」にチェックを入れる。 

 

 

 

６）プレビュー画面は下図のようになる。 

 

 

 

７）「印刷」ウィンドウの「ファイル」メニューから「印 

刷」を選択する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

８）ファイル名と保存場所を設定し、「OK」ボタンを押し、完成。 

 

＊ファイル名にスペースを入れないこと。 
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